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19
年
統
一
地
方
選
に
向
け
、札
幌
で
公
契
約
条
例
集
会
開
催

TOPIC　
◇  

条
例
案
否
決
か
ら
五
年
、
再
挑
戦
へ

　

市
民
団
体「
札
幌
市
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
会
」

（
代
表
＝
伊
藤
誠
一
・
弁
護
士
）
主
催
の
「
公
契
約
条
例

の
制
定
を
目
指
す
札
幌
市
民
集
会
」
が
、
二
〇
一
八
年
一

二
月
五
日
（
水
）、
北
海
道
自
治
労
会
館
（
札
幌
市
北
区
）

の
四
階
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
平
日
夜
の

開
催
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
組
合
関
係
者
や
一
般
市
民

ら
約
一
三
〇
人
が
集
ま
っ
た
。

　

集
会
主
催
団
体
の
「
札
幌
市
公
契
約
条
例
の
制
定
を
求

め
る
会
」（
以
下
、「
求
め
る
会
」）
は
、
労
働
組
合
や
市

民
団
体
、
法
律
家
団
体
な
ど
八
団
体
（
反
貧
困
ネ
ッ
ト
北

海
道
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
建
設
政
策
研
究
所
北
海
道
セ
ン
タ
ー
、

日
本
労
働
弁
護
団
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
、
非
正
規
労
働
者
の

権
利
実
現
全
国
会
議
・
札
幌
集
会
実
行
委
員
会
、
連
合
北

海
道
札
幌
地
区
連
合
会
、
全
建
総
連
北
海
道
建
設
労
働
組

合
連
合
会
、
全
建
総
連
札
幌
建
設
労
働
組
合
、
札
幌
地
区

労
働
組
合
総
連
合
）
で
構
成
さ
れ
、
団
体
名
の
と
お
り
、

札
幌
市
に
公
契
約
条
例
の
制
定
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

に
二
〇
一
二
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
。

　
「
求
め
る
会
」
の
設
立
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
二
月
と
は
、

札
幌
市
に
お
い
て
、
市
が
「
札
幌
市
公
契
約
条
例
案
」
を

市
議
会
に
提
案
し
、
議
論
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
き
で

あ
る
。
最
終
的
に
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
日
を
も
っ
て
条

例
案
は
否
決
さ
れ
た
が
、「
求
め
る
会
」
の
活
動
は
そ
の

後
も
継
続
し
、「
な
く
そ
う
！
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
北

海
道
集
会
」（
第
一
回
二
〇
一
六
年
二
月
二
〇
日
、
第
二

回
二
〇
一
八
年
二
月
四
日
）
や
「
無
期
雇
用
転
換
を
進
め

る
札
幌
集
会
」（
二
〇
一
八
年
七
月
二
三
日
）
の
開
催
な

ど
、
課
題
を
共
有
す
る
周
辺
の
取
り
組
み
に
も
積
極
的
に

関
わ
り
な
が
ら
、
会
の
設
立
目
的
の
実
現
を
め
ざ
し
続
け

て
き
た
。
コ
ア
メ
ン
バ
ー
数
名
（
弁
護
士
、
労
働
組
合
関

係
者
、
研
究
者
）
に
よ
る
企
画
・
運
営
会
議
は
、「
朝
会
議
」

の
通
称
の
と
お
り
、
大
抵
は
午
前
八
時
半
か
ら
札
幌
協
和

法
律
事
務
所
（
札
幌
市
中
央
区
）
の
会
議
室
を
借
り
て
行

わ
れ
、
そ
の
開
催
回
数
は
こ
の
五
年
で
す
で
に
一
〇
〇
回

を
超
え
て
い
る
と
い
う
。

　

全
国
の
同
条
例
制
定
自
治
体
の
経
験
に
照
ら
せ
ば
、
条

例
制
定
に
向
か
う
原
動
力
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
要
因
が

指
摘
で
き
る
が
、
や
は
り
自
治
体
の
首
長
の
選
挙
時
に
、

選
挙
公
約
に
「
公
契
約
条
例
の
制
定
」
を
明
記
し
た
候
補

者
が
当
選
す
る
こ
と
が
有
力
な
足
が
か
り
と
な
る
。
そ
の

意
味
で
、
二
〇
一
九
年
春
に
予
定
さ
れ
る
統
一
地
方
選
挙

で
は
札
幌
市
長
選
挙
も
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
同
市
で
再
度

条
例
制
定
へ
の
足
が
か
り
を
つ
く
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し

た
と
言
え
る
。
数
カ
月
後
に
迫
っ
た
札
幌
市
長
選
挙
を
標

的
に
据
え
、
同
市
に
お
け
る
条
例
制
定
に
向
け
た
気
運
を

再
度
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
に
本
集
会
開
催
の
意
図
が
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

当
研
究
所
は
、
所
内
設
置
の
非
正
規
公
務
労
働
問
題
研

究
会
（
主
査
＝
川
村
雅
則
・
北
海
学
園
大
学
教
授
）
の
活

動
の
一
環
と
し
て
、
本
集
会
の
企
画
や
当
日
の
運
営
に
協

力
し
た
。

　
◇
　
先
進
自
治
体
に
学
ぶ
条
例
制
定
の
意
味
と
制

　
　
度
運
用
の
技
術

  

今
回
の
集
会
で
は
、
基
調
報
告
、
一
つ
の
報
告
、
四
つ

の
取
り
組
み
報
告
が
順
次
行
わ
れ
た
。

　

川
村
氏
に
よ
る
基
調
報
告「
改
め
て
考
え
る
。
今
な
ぜ
、

公
契
約
条
例
な
の
か
」
で
は
、
ま
ず
公
契
約
条
例
の
制
定

が
求
め
ら
れ
る
背
景
を
整
理
し
た
上
で
、
道
内
（
札
幌
市

と
旭
川
市
）
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
条
例
制
定
運
動
の
経

験
を
振
り
返
り
、
道
外
の
先
進
自
治
体
、
特
に
千
葉
県
野

田
市
の
取
り
組
み
を
引
き
合
い
に
、
条
例
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
に
必
要
な
規
定
や
仕
組
み
の
あ
り
方
を
紹
介
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
賃
金
・
報
酬
や
そ
の
算
出
根
拠
な
ど
の

現
状
把
握
、
デ
ー
タ
の
整
備
の
重
要
性
も
強
調
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
自
治
体
に
は
、
非
正
規
公
務
員
（
臨
時
・
非

常
勤
職
員
）
の
増
加
と
そ
の
問
題
性
、
競
争
入
札
に
よ
る

低
価
格
発
注
の
過
度
の
追
求
、
低
価
格
受
注
に
よ
る
公
共

民
間
労
働
者
の
賃
金
へ
の
影
響
な
ど
、
現
下
の
実
態
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
地
域
の
雇
用
者
、
公
共
工
事
等
の
発
注

者
、
労
働
政
策
主
体
と
し
て
責
任
あ
る
振
る
舞
い
、
必
要

な
施
策
の
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
と
し
、
そ
の
た
め
の
有
効

な
ツ
ー
ル
に
な
る
公
契
約
条
例
の
制
定
を
札
幌
市
に
も
再

度
期
待
し
た
い
と
し
た
。

　

続
い
て
筆
者
（
正
木
浩
司
・
当
研
究
所
研
究
員
）
が
登

壇
し
、「
条
例
が
制
定
さ
れ
た
自
治
体
の
経
験
に
学
ぶ
」
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と
題
し
て
東
京
都
多
摩
市
の
取
り
組
み
に
関
す
る
報
告
を

行
っ
た
。
連
合
北
海
道
主
宰
「
公
契
約
条
例
を
社
会
に
広

げ
る
こ
と
を
め
ざ
す
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
」
に
よ
る
道
外

先
進
自
治
体
視
察
（
多
摩
市
は
二
〇
一
八
年
八
月
実
施
）

の
成
果
に
基
づ
い
て
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
水
準

で
公
契
約
条
例
・
制
度
の
運
用
を
実
践
す
る
多
摩
市
を
題

材
に
、
同
市
で
の
条
例
制
定
の
背
景
・
プ
ロ
セ
ス
、
制
度

の
特
徴
、
制
度
運
用
の
現
状
と
課
題
、
市
と
し
て
の
実
施

体
制
、
制
度
運
用
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
工
夫
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。

　
◇
　
札
幌
市
・
道
内
自
治
体
で
の
条
例
制
定
を
め

　
　
ざ
し

　

続
い
て
、
公
契
約
条
例
の
制
定
や
発
展
を
め
ざ
し
て
各

分
野
・
各
地
域
で
活
動
を
続
け
て
い
る
道
内
の
四
つ
の
団

体
、
す
な
わ
ち
、
旭
川
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
、
連
合

北
海
道
札
幌
地
区
連
合
会
、札
幌
地
区
労
働
組
合
総
連
合
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
（
貧
困
問
題
対
策
本
部
）
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
公
契
約
条
例
や
公
契
約
法
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
う
ち
、
旭
川
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
（
代
表
＝

小
林
史
人
・
弁
護
士
）
か
ら
は
、
研
究
会
を
代
表
し
て
畑

地
雅
之
氏
（
弁
護
士
）
が
登
壇
し
、
旭
川
市
の
公
契
約
条

例
を
め
ぐ
る
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
旭

川
市
は
二
〇
一
六
年
一
二
月
に
、
賃
金
条
項
等
を
備
え
て

い
な
い
理
念
条
例
と
は
い
え
、
道
内
で
は
初
め
て
公
契
約

条
例
の
制
定
を
実
現
さ
せ
た
自
治
体
で
あ
り
、
当
時
、
市

民
運
動
団
体
で
あ
る
同
研
究
会
も
条
例
制
定
を
実
現
さ
せ

る
上
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。
本
集
会
が
行
わ
れ
た

二
〇
一
八
年
一
二
月
は
、
旭
川
市
に
と
っ
て
は
、
条
例
の

附
則
に
基
づ
き
、
施
行
か
ら
二
年
以
内
と
さ
れ
た
最
初
の

検
討
の
期
限
で
あ
り
、そ
の
作
業
は
市
の
有
識
者
会
議（
旭

川
市
契
約
審
査
委
員
会
）
で
行
わ
れ
て
き
て
い
た
。
畑
地

氏
は
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
つ
つ
、
二
〇
一
八
年
一
一
月
二
〇
日
に
地
元
で
開
催
し

た
市
民
集
会
の
内
容
や
、
同
月
下
旬
に
公
表
さ
れ
た
審
査

委
員
会
の
検
討
結
果
報
告
書
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
同
報
告
書
で
は
、
賃
金
条
項
の
追
加
に
関
す

る
積
極
的
な
提
言
も
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
検
討

で
は
そ
う
し
た
結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

最
後
に
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、「
求
め
る
会
」
の

代
表
を
務
め
る
伊
藤
誠
一
氏
（
弁
護
士
）
が
、
本
集
会
の

ま
と
め
と
今
後
の
取
り
組
み
へ
の
展
望
を
述
べ
た
。
こ
の

中
で
、
条
例
案
否
決
と
い
う
挫
折
を
経
験
し
た
五
年
前
と

現
在
を
比
べ
た
と
き
の
大
き
な
違
い
と
し
て
、
国
内
の
条

例
制
定
自
治
体
の
数
が
こ
の
五
年
で
大
幅
に
増
加
し
た
こ

と
を
挙
げ
、
条
例
制
定
を
進
め
る
取
り
組
み
が
大
き
な
方

向
性
と
し
て
間
違
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
集
会
参
加

者
た
ち
に
向
け
て
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、

今
後
、
札
幌
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
道
内
の
各
自
治
体
に
お

い
て
も
、
関
係
す
る
取
り
組
み
が
積
極
的
に
展
開
し
て
い

く
こ
と
へ
の
期
待
感
を
述
べ
た
。

　

二
〇
一
九
年
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
道
内
に
限

る
と
、
北
海
道
、
札
幌
市
の
ほ
か
、
一
一
市
三
五
町
村
で

首
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る（
総
務
省
資
料「
平

成
三
一
年
統
一
地
方
選
挙
執
行
予
定
団
体
に
関
す
る
調

（
平
成
三
〇
年
一
二
月
一
日
現
在
）」
に
よ
る
）。「
公
契
約

条
例
の
制
定
」
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
る
首
長
候
補
者
が
ど

の
く
ら
い
現
れ
、
当
選
す
る
か
な
ど
、
道
内
の
各
自
治
体

で
の
今
後
の
情
勢
が
注
目
さ
れ
る
。

＜

編
集
部
・
正
木
浩
司＞


